
ひと・まち★きらり　

すう広報
大島
お

大 島 の こ と 忘 れ な い で ね
　5 月 21 日、民泊を伴う体験型修学旅行で、
20 日から周防大島町を訪れていた忠岡中学校

（大阪府）の離村式が、伊保田港で行われ受入
れ民家の方とお別れをしました。
　本年度、町では体験型修学旅行等で小中高
20 校、約 3,000 人を受け入れます。

　　６
2014（平成 26）年
№ 117

月号
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梅
雨
の
豪
雨
や
台
風
の
風
・
雨

に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に

は
全
国
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
の
備
え
が
大
変
重
要
で

す
。
避
難
の
時
期
・
場
所
、
避
難

経
路
を
決
め
て
お
く
、
ま
た
、
食

料
品
や
懐
中
電
灯
、
飲
料
水
な
ど

を
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
な
ど
の

準
備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
気
象
台
が
発
表
す
る
注

意
報
、
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
に

は
十
分
な
注
意
を
払
い
、
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
情

報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
土
砂
災
害
っ
て
「
な
に
！
」

　

土
砂
災
害
に
は
「
が
け
崩
れ
」

「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」
の
三
種

類
の
現
象
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

▼
前
兆
現
象
（
前
ぶ
れ
）

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
際
「
前

兆
現
象
」（
前
ぶ
れ
）
が
あ
り
ま
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
！
」「
初
め
て
見

た
・
聞
い
た
」
異
常
を
感
じ
た
ら

で
き
る
だ
け
早
く
周
り
の
人
と
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
際
は
役
場
、
柳
井

土
木
建
築
事
務
所
等
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
気
象
庁
が
発
表
す
る
大
雨
警
戒

情
報

◆
大
雨
警
報

　

激
し
い
雨
に
よ
り
、
側
溝
や
下

水
か
ら
水
が
溢
れ
、
家
屋
へ
の
浸

水
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
の

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
十
分

な
警
戒
が
必
要
で
す
。

◆
洪
水
警
報

　

大
雨
、
長
雨
に
よ
り
、
河
川
の

増
水
や
氾
濫
な
ど
に
よ
り
、
家
屋

へ
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。

◆
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
、
特

６
月
は
『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』
で
す
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
の
準
備
を

①「がけ崩れ」
　がけ崩れは、地中にしみ込んだ大
量の雨のため斜面の土が緩み、突
然崩れ落ちる現象です。

③「地すべり」
　地すべりは、雨が地中にしみ込
んだ場所から、地盤が大きなかた
まりのまま、ふもとに向かって動
く現象をいいます。

②「土石流」
　土石流とは、大量の雨水により、
土砂や石が混合して、河川・渓流
などをふもとに向かって流れてく
る現象です。

土 砂 災 害 の ３ 種 類『 が け 崩 れ 』・『 土 石 流 』・『 地 す べ り 』

・がけや斜面に亀裂
　が入る

・斜面から水が吹き
　だすまたは濁る

・小石がバラバラ落
　ちてくる

・山鳴り、立木の裂
　ける音などがする

・地面にひび割が入る ・川の水が急激に濁る
・流木が流れてくる

こんな前兆現象に
注意！
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▼
避
難
の
準
備

　

大
雨
・
洪
水
警
報
や
土
砂
災
害

警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
た
時
は
、

早
め
に
避
難
用
具
や
避
難
場
所
、

経
路
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
家
の

周
り
の
状
況
に
注
意
し
、
危
な
い

と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
避
難
し
て

下
さ
い
。

　

ま
た
、
避
難
の
際
は
、
高
齢
者

や
子
供
、
身
体
障
害
の
あ
る
方
の

手
助
け
が
必
要
で
す
。
常
に
声
を

か
け
合
い
、
災
害
か
ら
身
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

消
防
防
災
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

【
制
度
の
概
要
】

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地

域
等
の
農
地
や
営
農
を
守
り

多
面
的
機
能
を
保
全
す
る
た

め
、
集
落
協
定
を
結
ん
だ
集

落
や
個
別
協
定
を
結
ん
だ
認

定
農
業
者
等
に
交
付
金
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。

　

集
落
に
お
い
て
本
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が

で
き
ま
す
。

【
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
】

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
毎

年
集
落
に
交
付
さ
れ
る
直
接

支
払
交
付
金
の
使
途
に
つ
い

て
は
、
協
定
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
話
し
合
っ
て
決
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て

自
分
達
が
暮
ら
す
地
域
を
さ

ら
に
よ
り
よ
い
も
の
と
し
ま

し
ょ
う
。

【
平
成
25
年
度
実
施
状
況
】

　

平
成
25
年
度
は
33
の
集
落

で
取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
ご
と
の
集
落
協
定
の
実

施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

中山間地域等直接支払制度について

◆平成 25 年度集落協定実施状況

■問い合わせ　農林課　農林振興班
　☎０８２０（７９）１００２

に
高
く
な
っ
た
場
合
、
避
難
勧
告

や
自
主
避
難
の
判
断
基
準
と
し
て

発
表
す
る
大
変
重
要
な
「
要
注
意

情
報
」
で
す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

町
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

　

大
雨
警
報
発
表
時
に
、
降
雨
に

よ
り
そ
の
地
域
に
災
害
が
発
生
す

る
よ
う
な
、
稀
に
し
か
観
測
し
な

い
雨
量
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

◆
特
別
警
報
（
大
雨
）

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
数
十

年
に
一
度
の
降
雨
量
と
な
る
大
雨

が
予
想
さ
れ
、
若
し
く
は
、
数
十

年
に
一
度
の
強
度
の
台
風
や
同
程

度
の
温
帯
低
気
圧
に
よ
り
大
雨
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令

さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
７
月
28
日

の
山
口
県
・
島
根
県
で
の
記
録
的

な
大
雨
が
特
別
警
報
の
レ
ベ
ル
で

す
。

　

周
防
大
島
町
で
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称
「
Ｊ
‐
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」）
に
よ
り
防
災
行
政
無

線（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
・
戸
別
受
信
機
）

を
通
じ
て
最
大
音
量
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
き
は
、
高
い
確
率
で
災
害
が

発
生
す
る
可
能
性
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

地
域
協
定
数

参
加
農
家
数

協定対象農用地面積

交
付
金
（
円
）

取り組み内容と活動協定数

集落マスタープラン 農業生産活動

( ㎡ ) 目標・活動計画 農用地
管理方法 多面的機能を増進

　する活動水路 農道

田 畑 計

協
定
農
用
地
の
拡
大

機
械
・
農
作
業
の
共
同
化

高
付
加
価
値
型
農
業

農
産
物
等
の
加
工
・
販
売

農
業
生
産
条
件
の
強
化

新
規
就
農
者
の
確
保

認
定
農
業
者
の
育
成

多
様
な
担
い
手
の
確
保

担
い
手
へ
の
農
地
集
積

担
い
手
へ
の
農
作
業
の
委
託

集
団
的
持
続
可
能
な
体
制
整
備

利
用
権
設
定
・
農
作
業
の
委
託

耕
作
放
棄
地
の
復
旧
・
林
地
化

防
虫
対
策
等
の
保
全
管
理

定
期
的
な
点
検
を
行
う

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

林
地
化
等

簡
易
な
基
盤
整
備

水
路
清
掃

草
刈
り

簡
易
補
修

草
刈
り

周
辺
林
地
の
下
草
刈

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
・
体
験
農
園

景
観
作
物
の
作
付

土
壌
流
亡
に
配
慮
し
た
営
農

体
験
民
宿
の
実
施

魚
類
・
昆
虫
類
の
保
護

鳥
類
の
餌
場
を
確
保

久賀 1 9 2,212 88,946 91,158 574,149 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

大島 25 327 458,270 501,837 960,107 10,488,864 6 4 6 1 3 8 3 0 2 4 12 10 1 11 16 3 0 11 24 22 16 25 22 0 10 0 0 0 0

東和 1 2 0 10,469 10,469 96,314 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0

橘 6 57 0 239,605 239,605 2,109,294 0 0 4 0 0 2 4 1 0 1 3 2 0 4 6 2 0 3 6 6 3 6 5 0 4 0 0 0 0

合計 33 395 460,482 840,857 1,301,339 13,268,621 6 5 11 1 3 11 7 1 2 5 17 12 1 17 22 6 0 14 32 30 20 33 29 0 14 0 0 0 0

避難用具の準備

声をかけ合って早めに避難

避難所・避難経路の確認

防災情報の確認
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町  の  よ  さ  ん  ②

今月号は、②働く意欲
の湧き出る町の主要事
業について紹介します。

 ■地域資源活用新ビジネス応援事業　１５３万円
農林水産物などの地域資源を活用した特産品開発など、新たな地域ビジネス
につながる活動をする個人やグループに対する支援を行います。
◆問い合わせ　商工観光課　☎０８２０（７９）１００３

 ■農地中間管理機構事業　１５５万５千円

 ■定住促進離島活性化事業　２６０万円

県が指定する農地中間管理機構により、農業経営の規模拡大や農用
地の集団化、新たな農業経営への参入促進等による農用地の利用効
率化や高度化を図ります。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

 ■ニューフィッシャー確保育成推進事業　１, ５９０万円

水産加工品の流通コストを削減し、特産品であるイリコの競争力を高め取扱量の増
加や離島における雇用の確保を図るため、離島からの海上輸送費を助成します。
◆問い合わせ　水産課　☎０８２０（７９）１００４

漁業の担い手の育成・支援を行います。
◆問い合わせ　水産課　☎０８２０（７９）１００４

 ■大島農業担い手就農支援事業　２４０万円
大島柑橘支援研修を農協に委託し、農業担い手の就農支援
を行います。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

▲体験型修学旅行

② 働 く 意 欲 の 湧 き 出 る 町

 ■体験交流型観光推進事業　６９５万１千円
体験型修学旅行の誘致や受入を推進し、交流人口の拡大や地域
の活性化を図ります。
◆問い合わせ　商工観光課　☎０８２０（７９）１００３

 ■新規就農者確保事業　２, ２０２万円
農業の担い手を確保するための新規就農支援として、新規就農者育成補助金を交付します。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

 幸せに暮らせるまちづくりのために ･･･

　暮らしの中に図書館を！！
　ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます。
　http://tosho.town.suo-oshima.lg.jp/opac/ または町公式ホームページからアクセスしてください。

　◆問い合わせ　久賀図書館　☎０８２０（７２）２５２０
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 ■需要対応型産地育成事業　２, ０３８万円
園内作業道、防風施設、灌水施設、防鳥ネット、モノレール等の整備に対し助成を行います。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

 ■鳥獣被害防止施設等整備事業　７００万円
イノシシ被害を防止するために設置する防護柵等に対し助成
を行います。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

 ■有害鳥獣捕獲事業　１, １４３万２千円
イノシシ、タヌキ、カラスなどの有害鳥獣の捕獲を行います。
◆問い合わせ　農林課　☎０８２０（７９）１００２

食
塩
を
控
え
、
胃
が
ん
を
予
防
し
よ
う
！

　
「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
）
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
改
め
て
日

本
の
伝
統
的
な
食
文
化
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
食
の「
一
汁
三
菜
」は
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、

野
菜
や
魚
介
類
、
豆
類
な
ど
旬
の
素
材
の
持
ち
味

を
上
手
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、み
そ
汁
や
漬
物
、佃
煮
、魚
の
干
物
と
い
っ
た
、

塩
味
を
好
み
食
塩
を
多
く
摂
り
過
ぎ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
も
、
ち
ょ
び
塩
を
心
が
け
、
和
食

の
よ
さ
を
い
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
塩
の
摂
り
過
ぎ
で
高
ま
る
、
胃
が
ん
の
危
険

　

日
本
人
に
最
も
多
い
が
ん
は
「
胃
が
ん
」
で
す
。

世
界
的
に
も
日
本
人
の
胃
が
ん
は
多
く
、
ア
メ
リ

カ
人
の
８
倍
か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
。
胃
が
ん

に
は
「
食
塩
」
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
食
塩

を
多
く
摂
る
と
胃
壁
を
守
っ
て
い
る
粘
液
が
溶
け

炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。（
ナ
メ
ク
ジ
に
塩
を

か
け
た
時
と
同
様
の
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。）
胃

炎
が
続
く
と
、
発
が
ん
物
質
が
し
み
こ
み
や
す
く

な
っ
た
り
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ヘ
リ
コ
バ

　
　

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　
　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
元
気
に
！ 

～  

15

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
（
通
称
ピ
ロ
リ
菌
）」
の
感
染

を
広
げ
、
が
ん
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
受
け
よ
う
！
が
ん
検
診

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
生
涯
で

が
ん
に
か
か
る
確
率
は
男
性
60
％
、
女
性
45
％
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る

と
９
割
方
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
を
予

防
す
る
た
め
に
、
食
生
活
や
喫
煙
な
ど
生
活
習
慣

に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

次の調味料の中で、食塩の
量が一番多いのはどれで
しょう？

①マヨネーズ
②和風ノンオイルドレッシ
ング
③ごまドレッシング

（答えは 15 ページに掲載）

町
で
は
各
種
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
平

成
26
年
度
が
ん
検
診
（
集
団
健
診
）
の
ご
案
内
」

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

▲防護柵（ワイヤーメッシュ柵）

●ちょび塩クイズ
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科　　　　　目 予算額 収入済額 予算対比

歳　
　
　

入

町 税 13 億 4,996 万 5 千円 13 億 8,619 万 7 千円 102.7％
地 方 譲 与 税 ・ 交 付 金 2 億 7,864 万 5 千円 3 億 671 万 9 千円 110.1％
地 方 交 付 税 83 億 6,047 万 5 千円 86 億 458 万 7 千円 102.9％
分 担 金・ 負 担 金・ 使 用 料・ 手 数 料 2 億 8,141 万円 2 億 5,789 万 5 千円 91.6％
国 庫 支 出 金 17 億 8,716 万 3 千円 13 億 8,166 万 5 千円 77.3％
県 支 出 金 10 億 8,501 万 6 千円 6 億 7,324 万円 62.0％
繰 入 金 5,986 万 5 千円 3,730 万 3 千円 62.3％
繰 越 金 8 億 729 万 5 千円 8 億 729 万 5 千円 100.0％ 
町 債 11 億 3,435 万 4 千円 1 億 530 万円 9.3％
そ の 他（ 財 産 収 入・ 寄 附 金・ 諸 収 入 ） 3 億 2,698 万 2 千円 2 億 8,343 万 4 千円 86.7％
一 般 会 計 歳 入 合 計 154 億 7,117 万円 138 億 4,363 万 5 千円 89.5％

科　　　　　目 予算額 支出済額 予算対比

歳　
　
　

出

議 会 費 1 億 295 万円 1 億 62 万 8 千円 97.7％
総 務 費 23 億 4,640 万 2 千円 22 億 1,514 万 3 千円 94.4％
民 生 費 28 億 2,453 万 2 千円 25 億 5,117 万 6 千円 90.3％
衛 生 費 7 億 2,871 万円 6 億 5,390 万 4 千円 89.7％
農 林 水 産 業 費 11 億 6,619 万 1 千円 6 億 8,689 万 8 千円 58.9％
商 工 費 5 億 8,203 万 4 千円 3 億 5,504 万 1 千円 61.0％
土 木 費 6 億 1,082 万 1 千円 4 億 3,550 万 7 千円 71.3％
消 防 費 5 億 430 万 2 千円 4 億 6,070 万 5 千円 91.4％
教 育 費 14 億 7,771 万 7 千円 13 億 6,143 万 9 千円 92.1％
公 債 費 23 億 257 万 9 千円 22 億 9,756 万 3 千円 99.8％
その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 28 億 2,493 万 2 千円 10 億 7,138 万 6 千円 37.9％
一 般 会 計 歳 出 合 計 154 億 7,117 万円 121 億 8,939 万円 78.8％

会　　計　　名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 35 億 8,550 万 8 千円 28 億 3,048 万 9 千円 78.9％ 32 億 5,600 万 2 千円 90.8％
後 期 高 齢 者 医 療 4 億 964 万 3 千円 3 億 8,060 万 9 千円 92.9％ 3 億 3,540 万 5 千円 81.9％
介 護 保 険 33 億 3,801 万 2 千円 26 億 3,127 万 8 千円 78.8％ 29 億 7,538 万 5 千円 89.1％
簡 易 水 道 8 億 3,461 万 9 千円 3 億 7,204 万 5 千円 44.6％ 7 億 4,299 万 4 千円 89.0％
下 水 道 3 億 7,781 万 1 千円 7,082 万 1 千円 18.7％ 3 億 2,591 万 2 千円 86.3％
農 業 集 落 排 水 3 億 2,699 万 7 千円 5,267 万 3 千円 16.1％ 3 億 255 万 5 千円 92.5％
漁 業 集 落 排 水 3,377 万 6 千円 327 万 6 千円 9.7％ 3,024 万 9 千円 89.6％
渡 船 8,096 万 8 千円 6,730 万 1 千円 83.1％ 7,478 万 5 千円 92.4％

合　　計 89 億 8,733 万 4 千円 64 億 849 万 2 千円 71.3％ 80 億 4,328 万 7 千円 89.5％

◆特別会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　

◆一般会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　

平成 25年度下半期（10月～３月末）

町の財政状況を公表します

会　計　名
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比

収 益 的 収 入
及 び 支 出 48 億 6,866 万 9 千円 42 億 6,154 万円 87.5％ 53 億 7,242 万 8 千円 51 億 8,731 万 8 千円 96.6％

資 本 的 収 入
及 び 支 出 22 億 5,298 万 5 千円 17 億 4,978 万 5 千円 77.7％ 23 億 3,519 万 6 千円 23 億 3,321 万円 99.9％

◆公営企業局（病院事業）歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　
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基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 42 億 9,308 万 8,629 円

減 債 基 金 6 億 304 万 9,969 円

県 収 入 証 紙 購 入 基 金 300 万円

奨 学 資 金 貸 付 基 金 4,295 万 8,752 円

福 祉 振 興 基 金 2 億 8,079 万 6,343 円

国 民 健 康 保 険 基 金 5,077 万 6,273 円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 5,723 万 2,211 円

ふ る さ と 創 生 基 金 4 億 5,987 万 3,320 円

ち び っ 子 医 療 費 助 成 事 業 基 金 473 万 7,428 円

福 祉 医 療 費 一 部 負 担 金 事 業 基 金 275 万 9,891 円

観 光 振 興 事 業 助 成 基 金 2,100 万 2,664 円

土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） １億 1,035 万 4,675 円

土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 1 億 6,034 万 9,409 円

中 山 間 ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 3,113 万 672 円

ふ る さ と 応 援 基 金 849 万 9,664 円

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 加 入 促 進 事 業 基 金 3,476 万 5,357 円

外 国 語 活 動 推 進 事 業 基 金 4,394 万 5,966 円

基 金 合 計 62 億 832 万 1,223 円

一 般 会 計 189 億 4,569 万円

特 別 会 計 152 億 5,398 万 5 千円

介 護 保 険 事 業 691 万 8 千円

簡 易 水 道 会 計 26 億 1,910 万 3 千円

下 水 道 会 計 19 億 645 万 2 千円

農 業 集 落 排 水 会 計 19 億 192 万 6 千円

漁 業 集 落 排 水 会 計 1 億 4,692 万 2 千円

渡 船 事 業 会 計 38 万 9 千円

公営企業局会計（病院事業） 86 億 7,227 万 5 千円

合 計 341 億 9,967 万 5 千円

３月末現在高 10 億円

土 地 1,549,853.08 ㎡

建 物 212,109.24 ㎡

山 林 6,802,005 ㎡

有 価 証 券・ 出 資 に よ る 権 利 52 億 2,910 万 1,875 円

◆町有財産の状況（３月末現在）　 ◆町債残高の状況（会計別３月末）　

◆一時借入金の状況　

　

ご
み
や
草
な
ど
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
て
燃
や
し
た
り
、
穴
を

掘
っ
て
燃
や
し
た
り
す
る
野
焼
き
や
、
ド
ラ
ム
缶
等
の
簡
易
な
構

造
の
焼
却
炉
の
使
用
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
構
造
の
焼
却
炉
で
焼
却
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

野
焼
き
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
や
廃
棄
物

の
不
適
正
な
処
理
を
防
止
す
る
た
め
、
例
外
を
除
い
て
罰
則
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
か
併
科
）

　

生
活
環
境
の
保
全
と
近
隣
に
住
む
方
々
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
罰
則
対
象
の
例
外
と
な
る
廃
棄
物
の
焼
却
》

①
地
震
、
風
水
害
、
凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策

ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

②
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

③
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　

た
だ
し
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
た

と
し
て
も
生
活
環
境
上
支
障
（
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等

の
焼
却
）
が
あ
る
場
合
は
、
改
善
命
令
や
行
政
処
分
お
よ
び
行
政

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課  

環
境
衛
生
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
２

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
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『臨時福祉給付金』・『子育て世帯臨時特例給付金』を支給します

４月から消費税が８％に引き上げられたことに伴い、所得の低い方への影響を考慮し、暫定的・
臨時的な措置として「臨時福祉給付金」を、子育て世帯への家計の負担を減らし消費の下支えを
するために児童手当を受給している方に、「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

○受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。 
○平成26年１月１日翌日以降に転入された方は、前住所地の市区町村にお問い合わせください。 
○臨時福祉給付金の支給対象者の内、次の方には５千円の加算措置があります。
※老齢基礎年金、障害年金遺族基礎年金、児童扶養手当、特別障害者手当、原爆被害諸手当等
の受給者が対象です。

　１　申請書
平成 26 年１月１日時点で、周防大島町に住民票があり、給付金の対象と
なる方や世帯には、７月上旬に申請書等を送付予定です。

申請書に必要事項を記入し、添付書類を添えて申請期間内に、役場福祉課・
各総合支所、出張所まで提出または、郵送してください。

　２　申　請
　　　の方法

支給要件を満たした方は、申請書に記載した指定口座に入金されます。 
※口座を持っていない方などは、役場窓口で受け取ることができます。

　３　給付金
　　　の受給

《問い合わせ》

◯申請方法に関するお問い合わせ：福祉課　民生福祉班　☎０８２０（７７）５５０５ 
◯制度に関するお問い合わせ　　：厚生労働省　　　　　☎０５７０（０３７）１９２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑２つの給付金専用ダイヤル

｢ 臨時福祉給付金 ｣ や ｢ 子育て世帯臨時特例給付金 ｣ の“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
ご自宅や職場などに町や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず福祉課☎
0820（77）5505 や周防大島幹部交番☎ 0820（72）0110 または警察相談専用電話（♯ 9110）にご連絡ください。

！

《申請方法》

《ご注意》

対象者

住民税の非課税者
　※課税者の扶養親族や生活保護受給者等は除く

臨時福祉給付金

１人につき１万円
年金や児童扶養手当等の受給者は１万５千円

対象者

児童手当の受給者
　

子育て世帯
臨時特例給付金

子ども１人につき１万円

※児童手当の所得制限限度額以上の方や生活保護受
給者等は除く

１月分の



9 広報すおう大島 平成 26 年 ( 2014 年 )6 月号

　

５
月
17
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
東

京
大
島
ふ
る
さ
と
会
」
第
30
回
総
会
・

懇
親
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
60
名
の
参
加
者
が
親
交
を
深
め

な
が
ら
、
遠
く
離
れ
た
故
郷
へ
の
思
い

を
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
旧
大
島

町
だ
け
の
町
人
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
他

に
東
和
町
、
久
賀
町
、
橘
町
そ
れ
ぞ
れ

の
町
人
会
、
さ
ら
に
郡
人
会
ま
で
存
在

す
る
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
と
て
も

う
れ
し
い
郷
土
愛
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

色
々
な
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
月
恒
例
の
海
岸
清
掃
「
島
く
ら
す

海
そ
う
じ
」
今
月
は
、
6
月
28
日
㈯
午

後
3
時
か
ら
日
前
西
の
浜
を
清
掃
し

ま
す
。
今
回
は
、
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送

の
「
24
時
間
テ
レ
ビ　

愛
は
地
球
を
救

う
」
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
の
模
様
は
8
月
下
旬

に
放
送
の
番
組
で
紹
介
さ
れ
る
予
定
で

す
。
周
防
大
島
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
海

を
愛
す
る
姿
を
県
内
の
多
く
の
方
に
届

け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
国

道
４
３
７
号
か
ら
旧
道
に
入
り
ジ
ャ
ム

ズ
ガ
ー
デ
ン
を
越
え
た
辺
り
か
ら
、
島

く
ら
す
の
ス
タ
ッ
フ
が
駐
車
場
と
清
掃

場
所
を
案
内
い
た
し
ま
す
。
雨
天
中
止

と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

少
し
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
7
月

13
日
（
旧
暦
の
6
月
17
日
）
は
、
海
の

お
祭
り
・
管
絃
祭
で
す
。
宮
島
の
厳
島

神
社
が
有
名
で
す
が
、
小
積
・
大
積
、

下
田
港
、
町
内
に
2
つ
あ
る
厳
島
神
社

で
も
、
月
夜
の
海
に
浮
か
ぶ
船
が
幻
想

的
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
盛
大
に

花
火
も
打
ち
あ
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
16

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲昨年、下田港での管絃祭

２
０
１
４
・
夏　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開
放
予
定
表

《
開
放
期
間
》　

７
月
22
日
㈫
～
9
月
21
日
㈰

利用時間・料金など

区分 時間 中学生以下 高校生以上

Ａ 13：15 ～ 15：00 ５０円 １００円

Ｂ 15：15 ～ 17：00 ５０円 １００円

Ｃ 19：00 ～ 21：00 １００円 １６０円

SS1 15：00 ～ 16：00 大島元気水泳教室

SS2 16：30 ～ 17：30 大島元気水泳教室

SS3 18：00 ～ 19：00 大島元気水泳教室

SS 強 10：00 ～ 11：00 大島レベルアップ水泳教室

※町外に居住する方が利用する場合は、料金が２倍です。

〈６月プール開放日〉

28 日㈯ ヨット・水上スキー体験教室

〈７月プール開放日〉

22 日㈫ Ａ、Ｂ、Ｃ 27 日㈰ Ａ、Ｂ、Ｃ

23 日㈬ Ａ、Ｂ、SS 強 28 日㈪
小体連水泳大会、
SS1、SS2、SS3

24 日㈭ Ａ、Ｂ、Ｃ 29 日㈫ Ａ、Ｂ、Ｃ

25 日㈮ Ａ、Ｂ 30 日㈬ Ａ、Ｂ、SS 強

26 日㈯ B ＆ G 県水泳大会 31 日㈭ Ａ、Ｂ、Ｃ

8 月のプール日程は来月の広報すおう大島で掲載します。

2014　B ＆ G プールで OP ヨット
水上スキー体験教室

◆日時　６月 28 日㈯
◆会場　B ＆ G 海洋センタープール（西三蒲）
◆定員　20 名（小学校２年生～６年生）
◆申込期限　６月 20 日㈮まで
◆参加費　２００円（保険料）

◆問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター（大島公民館）
　☎０８２０（７４）５３００
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◆保険料の決まり方
　１年間の保険料は、被保険者全員に等しく負担していただく「均等割額」と被保険者本人の平成
25 年中の所得に応じてご負担いただく「所得割額」の合計額からなり、被保険者一人ひとりに賦課
されます。

　

※所得の少ない方は、保険料が軽減される場合があります。

◆保険料の納め方は、次の２つの方法によります
○特別徴収（年金からの天引き）となる方
　昨年１２月１日までに後期高齢者医療保険の被保険者なり、年金の受給額が年１８万円以上の方
で介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、年金受給額の２分の１を超えない方が対象とな
ります。
※「国民年金」と「厚生年金」など複数の年金を受給している場合は、年金天引きとならない場合
があります。

②保険料について　
　平成 26年度の
　保険料額決定通知書と納入通知書を７月中旬に送ります

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
皆
様
へ
◆

１年間の
保険料 ＝ ＋均等割額

50,431 円

所得割額

（前年所得－ 33 万円）× 10.17％

①
保
険
証
に
つ
い
て

◆
新
し
い
保
険
証
は
薄
紫
色
で
す

　

現
在
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
保
険
証

（
薄
紫
色
）
は
７
月
中
旬
頃
に
被
保
険
者
の
お
宅
に
簡

易
書
留
で
お
届
け
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。（
返
却
は
不
要

で
す
。）

※
簡
易
書
留
は
受
け
取
り
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
入
院
な
ど
で
ご
不
在
の
場
合
に
は
、
保
険
証
が

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
所
地
以
外
に

送
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
各
総
合
支
所
・

出
張
所
で
送
付
先
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　◆
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
保
険
証
を
ご

希
望
の
方
へ

　

新
し
い
保
険
証
に
「
保
険
証
」、
封
筒
に
「
保
険
証

在
中
」
と
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
お
送
り
し
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
健
康
増
進
課
医
療
保
険
班
へ
６
月
27

日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○普通徴収（納付書または口座振替での納付）となる方
　特別徴収に該当されない方は、普通徴収となります。（口座振替の手続きをされていない方は納付
書での納付となります。）



11 広報すおう大島 平成 26 年 ( 2014 年 )6 月号

○
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定
更
新

　

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、

居
住
費
と
食
事
の
全
額
を
本
人
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市

町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
や
生
活
保
護
受

給
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
負
担
額
の

上
限
を
定
め
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
７
月
か
ら
、
こ
の
制
度
の
更
新

時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽

減
の
更
新

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る
施
設
等
で

提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

に
、
利
用
者
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で

す
。

■
対
象
者

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
る
方
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円
以

下
、
世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
の
額
が
、
単
身
世
帯
で
３
５
０
万
円

以
下
、
世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
利
用
者
負
担
軽
減
の
更
新
に
つ
い
て

③
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に

利
用
し
得
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

■
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介
護
、
訪
問
介

護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

■
負
担
軽
減
の
割
合

・
利
用
者
負
担
額
（
１
割
自
己
負
担
、
食
費
、

居
住
費
ま
た
は
滞
在
費
の
１
０
０
分
の
25
）

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
利
用
者
負
担
額
、

食
費
、
居
住
費
ま
た
は
滞
在
費
の
１
０
０
分

の
50

■
手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
３

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

◆
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
を

　
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　

納
付
書
で
の
お
支
払
い
対
象
の
方
で
口
座
振
替
へ
の
変
更
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
へ
①

振
替
口
座
の
預
金
通
帳
②
通
帳
の
お
届
け
印
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

す
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
）
の
方
も
、
役

場
の
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法

を
、
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
（
金
融
機
関
口
座
か
ら
の
お
支

払
い
）
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は
最
初
に
、

振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
後
、
役
場
の
窓
口
へ
「
口
座
振
替
依
頼
書
（
お

客
様
控
）」
を
お
持
ち
に
な
り
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
場
合
は
、
役
場

の
窓
口
へ
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
の
み
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
口
座
振
替
の
申
し
込
み
だ
け
で
は
特
別
徴
収
は
中
止

と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
な
ど
の
口
座
か
ら
も
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

変
更
し
た
場
合
、
税
申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振

替
に
よ
り
支
払
っ
た
人
（
支
払
っ
た
家
族
な
ど
）
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

※
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
２
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　周防大島観光協会では、６月 22 日～８月 31 日までの
期間「e komo mai　ALOHA　キャンペーン」を実施いた
します。期間中、アロハシャツ着用のお客様に限り、下記
の店舗でさまざまさサービスをさせていただきます。この
機会にぜひご利用ください。皆様のお越しをお待ちしてい
ます。※ “e komo mai”（エコモマイ：ハワイ語）は “ようこそ”
を意味します。
○実施期間　６月 22 日㈰～８月 31 日㈰
○ご利用店舗・サービス内容　
・グリーンステイながうら
　（お食事をされた方はソフトドリンク無料サービス）
・アロハオレンジ（レストラン 10％オフ）
・アロハステーション（お土産５％オフ）
・日本ハワイ移民資料館（お土産５％オフ）
・竜崎温泉（入浴された方はソフトクリーム 100 円）
・道の駅サザンセトとうわ
　（お食事された方はソフトドリンク 100 円割引）

◆問い合わせ　（一社）周防大島観光協会　
☎０８２０（７２）２１３４

労働保険年度更新の申告書受付相談会を
開催します

　労働保険に係る平成 25 年度分の確定保険料と平
成 26 年度分の概算保険料の申告・納付手続は６月
１日から７月 10 日までの間に行ってください。
　下記の通り申告書の記入相談・受理、保険料の納
付などができる「申告書受付相談会」を開催します
のでご利用ください。
◆日時　７月１日㈫　午前 10 時から午後３時
◆場所　久賀総合センター　児童室

◆問い合わせ　山口労働局　労働保険徴収室
☎０８３（９９５）０３６６

「e komo mai  ALOHA キャンペーン」を実施します !

や な い 警

察

署

だ

よ

り

  山口県警察では、船舶職員（航海士）を募集します。
■対象　昭和 50 年４月２日以降に生まれた方
■募集人員　１人程度
■勤務地　山口県内で警察用船舶を配置している警察署
■受験資格　
　六級海技士（航海）以上及び一級小型船舶操縦士の両資格を有する方
■募集期間　９月８日㈪まで
■受験申込書　
　各警察署、山口県警察本部で配布します。山口県警察本部ホームページからもダウンロー
ドできます
■問い合わせ
  山口県警察本部警務課人事係 　☎０８３（９３３）０１１０

山口県警察で勤務する船舶職員　募集

　大腸がんは、食生活を始めとする欧米の生活習
慣の影響により男女ともに急増しているがんです。
早期に発見すれば 90％以上が完治しますが、初期
は自覚症状がほとんどないため、早期発見のため
には検診を受けることがとても重要です。大腸が
んは、がんに便がこすれると微量の出血が起こる
ことがあるため、便の中に血が混じっていないか
を調べる便潜血検査を行っており、とても簡単な
検査です。

●便潜血検査はメリットがいっぱい
《簡単》　
自宅で便の表面をまんべんなくこすり、容器に入
れて提出する検査です。

《安心》　
毎年受けることで死亡する確率が約 60 ～ 80％下
がると言われている検診です。

《安い》　
検診料は 400 円（70 歳以上は 200 円）

  容器配付日に仕事等で検診会場に来られない場合
は、ご家族に容器をお渡しすることもできますの
で、40 歳以上の方は、ぜひ大腸がん検診を積極的
に受けましょう。

◆問い合わせ　健康増進課　健康づくり班
☎０８２０（７７）５５０４

大腸がん検診を受けましょう
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受
章
・
表
彰

◆
瑞
宝
単
光
章

　

岡
本  

正
さ
ん
（
東
屋
代
）

　
（
元
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
大
島
郡
体
育
協
会
表
彰

・
体
育
功
労
賞

　

秋
山  

實
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
大
島
郡
陸
上
競
技
協
会
）

・
体
育
功
労
賞

　

舛
重
久
人
さ
ん
（
森
）

　
（
大
島
郡
ゴ
ル
フ
連
盟
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

大
谷
壽
雄
さ
ん
（
横
見
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
藍
綬
褒
章

　

村
川
照
敏
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

　
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

特
設
人
権
相
談
所

◆
日
時　

　

７
月
７
日
㈪　

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場
所　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
内
容　

人
権
問
題
、
土

地
、
家
屋
、
金
銭
貸
借
、
離
婚

な
ど
の
生
活
上
の
心
配
事

◆
相
談
員

  

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
す
べ
て
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
必
要
な
助

言
や
関
係
官
公
署
を
紹
介
す
る
な

ど
、
正
し
い
権
利
を
持
っ
て
い
る

人
が
泣
き
寝
入
り
し
な
く
て
い
い

よ
う
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
就
任

　

平
成
26
年
4
月
１
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
河
原
光
雄
さ
ん
（
小

松
）
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

　

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
2
か
月
間
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン
や

モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。

　

け
し
の
中
で
も
、「
お
に
げ
し
」
や
「
ひ
な
げ
し
」
な
ど
は
、
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お

ら
ず
観
賞
用
と
し
て
植
え
て
も
良
い
の
で
す
が
、「
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
」、「
ソ
ム
ニ
フ
ェ

ル
ム
種
」
の
け
し
や
「
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
」
は
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
お
り
、
勝
手
に
植

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
麻
も
麻
酔
性
の
成
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■ ｢ セティゲルム種 ｣
　｢ ソムニフェルム種 ｣ の見分け方　 
○全体が白っぽい緑色である。
○葉のまわりの切れ込みが浅く、つけ根が
　茎を抱きこんでいる。 

大麻、植えてはいけないけしを発見した時や見分け方が分からな
い時は、最寄りの県健康福祉センター（環境保健所）または警察
署に連絡してください。

■「ハカマオニゲシ」の見分け方
○花の色が深紅色である。
○花の下に 4 ～ 8 個のハカマ（苞葉：ほ
　うよう ) がある。　　　　　　
○花びらの基部に黒紫色の斑点がある。

■大麻の見分け方
○葉にノコギリ状の切れ込みがある。
○葉は 3 ～ 9 枚の小葉が集まり手のひら
　のような形をしている。

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す◆問い合わせ　柳井健康福祉センター　環境薬事班　☎０８２０（２２）３６３１
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ヒラメを放流しました
　

５
月
21
日
、
明
新
小
学
校

５
年
生
21
名
が
小
松
港
に

お
い
て
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を

放
流
し
ま
し
た
。
児
童
は
大

島
町
漁
協
か
ら
手
渡
さ
れ

た
、
約
千
匹
を
「
大
き
く

な
っ
て
ね
。」
と
願
い
を
込

め
な
が
ら
放
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
放
流
し
た
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
は
約
６
セ
ン
チ
で

２
、３
年
で
約
30
セ
ン
チ
以

上
に
育
ち
ま
す
。

▲ヒラメの稚魚を放流する児童

ト
ッ
プ
選
手
か
ら
教
わ
り
ま
し
た

　

5
月
24
日
、
町
総
合
体
育
館
に
お
い

て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
男
子
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ズ
の
酒
井
大
祐

選
手
、
深
津
旭
弘
選
手
、
小
澤
翔
選
手

に
よ
る
バ
レ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
教
室
は
大
島
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

酒
井
選
手
は
「
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
や
オ
ー
バ
ー
パ

ス
な
ど
の
基
本
プ
レ
ー
を

し
っ
か
り
練
習
し
て
ほ
し

い
。」
と
基
本
プ
レ
ー
の

重
要
さ
を
教
え
ま
し
た
。

基
本
プ
レ
ー
の

重
要
さ
を
教
え

る
酒
井
選
手

▼

　

5
月
25
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
大
島

郡
医
師
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
う
す
い
ま
さ
と
さ
ん
が
、

「
き
み
の
心
を
さ
が
し
て
～
自
閉
症
児
直
人
が
教
え
て

く
れ
た
大
切
な
こ
と
～
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
う
す
い
さ
ん
は
、
3
人
の
発
達
障
が
い
を
持
つ

お
子
さ
ん
と
共
に
暮
ら
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す

日
々
の
中
で
生
ま
れ
た
歌
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
く
、た
く
さ
ん
の
人
の
心
に
染
み
ま
し
た
。

　

講
演
で
う
す
い
さ
ん
は
、「
目
が
悪
い
と
眼
鏡
を
か

け
る
よ
う
に
、
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
に
は
〝
人

の
こ
こ
ろ
〟
が
必
要
。」「
毎
日
子
ど
も
に
関
わ
っ
て
く

れ
て
い
る
母
親
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
い
る
こ
と
が
大
切
。」

「
ど
ん
な
子
ど
も
に
も
必
ず
可
能
性
が
あ
り
、
信
じ
た

分
、
関
わ
っ
た
分
、
確
実
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。」

と
発
達
障
が
い
を
理
解
し
て
、
寄
り
添
う
気
持
ち
の
大

切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

心に染みました  ～ 発達障がい講演会 ～

講
演
会
で
う
す
い
さ
ん

は
、「
脳
の
歌
」「
マ
マ
へ
」

な
ど
5
曲
を
熱
唱
さ
れ
ま

し
た
。

▼
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久
賀
中
学
校
、
大
島
中
学
校
、
東
和

中
学
校
、
安
下
庄
中
学
校
の
町
内
四
中

学
校
と
、
周
防
大
島
高
校
は
地
域
連
携

型
中
高
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
取
組
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

●
第
１
回
中
高
一
貫
教
育
合
同
研
修
会

　

４
月
４
日
、
高
校
と
四
つ
の
中
学
校

の
教
員
が
周
防
大
島
高
校
安
下
庄
校
舎

に
一
堂
に
会
し
、
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ず
全
体
会
で
、
高
校
の
主
任
が

中
高
一
貫
教
育
の
立
ち
上
げ
か
ら
現
在

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。
次
に

教
科
部
会
を
行
い
、
今
年
度
の
課
題
や

目
標
な
ど
を
協
議
し
、
教
員
間
の
連
携

を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
務
・
生
徒
指
導
な
ど
の

専
門
部
会
も
行
わ
れ
、
今
年
度
の
中
高

一
貫
教
育
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

中    

高   

一    

貫    

教    

育    

だ    

よ    

り   

①

●
中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

町
内
四
中
学
校
出
身
の
高
校
一
年
次

生
を
対
象
に
、
高
校
生
活
へ
の
円
滑
な

移
行
を
目
的
と
し
て
、
中
高
一
貫
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学

校
の
教
員
が
高
校
に
出

向
き
、
ま
だ
高
校
生
活

に
慣
れ
な
い
一
年
次
生

の
不
安
や
心
配
ご
と
を

聞
き
、
悩
み
を
解
消
す

る
な
ど
、
学
校
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
交
流
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　

中
学
校
か
ら
高
校
へ
、
高
校
か
ら
中

学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
出
向
き
、

協
力
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実

施
教
科
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
・
音
楽
・

体
育
の
五
教
科
で
す
。

　

個
別
の
質
問
に
丁
寧

に
答
え
る
な
ど
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
き
め
細
か

い
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

　

周
防
大
島
高
等
学
校　

　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

▲合同研修会の様子

大島で農業を始める方のために

　

５
月
15
日
、
み
か
ん
産
地
に
新
た
な

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

て
い
る
、「
周
防
大
島
み
か
ん
い
き
い

き
営
農
塾
」
の
開
講
式
が
柑
き
つ
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で

13
期
生
と
な
る
受
講
生
は
32
名
。
毎
月

１
回
の
講
義
で
、
み
か
ん
作
り
の
基
礎

と
な
る
施
肥
、
薬
剤
防
除
や
せ
ん
定
の

方
法
な
ど
を
1
年
間
を
か
け
て
学
び
ま

す
。

　

ま
た
、
５
月
28
日
に
は
Ｊ
Ａ
山
口
大

島
久
賀
支
所
に
お
い
て
「
Ｊ
Ａ
生
き
活

き
帰
農
塾
」
も
開
講
し
ま
し
た
。
今
年

で
10
期
生
と
な
る
受
講
生
29
名
は
、
野

菜
づ
く
り
の
基
礎
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
周
防
大
島
み
か
ん
い
き
い
き
営

農
塾
開
講
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
、

椎
木
営
農
塾
長

▼

【Ｐ 5 ちょび塩クイズ答え：答え②和風ノンオイルドレッシング　大さじ１杯で 1.1 ｇ
大さじ１杯で比較するとマヨネーズ 0.3g、ごまドレッシング 0.5g。洋風ドレッシングは比較
的低塩です。メーカーによって材料や配合が異なりますので栄養成分表で確認しましょう。】

　

５
月
７
日
、
城
山
小
学
校
に
お
い
て
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
周
防
大
島
を
襲
っ
た
、
過
去

の
津
波
の
言
い
伝
え
を
聞
く
講
座
が
開
催
さ

れ
、
児
童
や
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
椋
野
や
外
入
、
佐
連
地
区
な
ど

の
町
民
が
安
政
の
大
地
震
（
１
８
５
４
年
）

な
ど
の
津
波
の
様
子
や
被
害
の
状
況
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
の
児
童
19
名
は

津
波
の
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
地
図
で
確
か

め
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

津
波
の
言
い
伝
え
を
聞
き
ま
し
た
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お知らせ６月
「
文
化
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
！

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
で

は
、
地
域
文
化
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た｢

文
化
サ
ポ
ー

タ
ー｣

の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

町
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
（
団
体
で
の
応
募
可
）

※
保
護
者
お
よ
び
在
学
し
て
い
る

学
校
の
許
可
を
得
た
場
合
は
小
中

学
生
も
可
能

■
活
動
内
容　

文
化
振
興
会
が
主

催
・
後
援
す
る
文
化
事
業
で
、
次

の
よ
う
な
業
務
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。

・
会
場
設
営
、
受
付
、
案
内
な
ど
、

運
営
業
務
全
般

・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
準
備
、
Ｐ
Ｒ
、

連
絡
な
ど

・
活
動
中
の
事
故
等
に
備
え
、
文

化
振
興
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
ま
す

※
万
一
の
怪
我
等
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
範
囲
内
で

対
応
し
ま
す
。

■
活
動
依
頼　

登
録
者
の
中
か

ら
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
開
催

場
所
等
を
考
慮
し
、
文
化
振
興
会

か
ら
依
頼
し
従
事
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
お

断
り
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
ま
た
交
通
費
や
謝
礼
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
活
動
期
間　

登
録
し
て
か
ら
平

成
27
年
３
月
末
日
ま
で

■
申
し
込
み
方
法　

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
さ
れ
、
社
会
教
育
課

ま
た
は
各
公
民
館
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

役
場
出
張
所
非
常
勤
嘱
託
職

員
を
募
集

■
勤
務
場
所
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

・
日
良
居
出
張
所
（
土
居
）　

１
名

■
勤
務
内
容
等

・
窓
口
で
の
受
付
、
電
話
応
対
そ

の
他
接
客
業
務

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

・
そ
の
他
の
事
務
補
助
全
般

■
採
用
時
期

　

８
月
１
日
㈮
～
平
成
27
年
３
月

31
日
㈫

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
原

則
と
し
て
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
）、

月
の
う
ち
10
日
程
度
勤
務
（
交
代

勤
務
）

・
勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

募
集

■
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許

■
採
用
期
間

　

採
用
期
間
に
つ
い
て
は
平
成
27

年
３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
が
、
勤

務
成
績
が
良
好
で
引
き
続
き
勤
務

す
る
意
欲
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

７
月
１
日
㈫
必
着
で
、
履
歴
書

を
郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
３　

周
防
大
島
町

役
場　

橘
総
合
支
所

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

橘
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
０

情
島
小
中
学
校
給
食
調
理
場

臨
時
職
員
を
募
集

■
採
用
予
定
人
数　

２
名

■
職
務
内
容　

　

給
食
調
理
業
務

■
採
用
予
定
時
期　

　

９
月
１
日
㈪
か
ら
平
成
27
年
３

月
27
日
㈮
ま
で

※
勤
務
状
況
に
よ
り
継
続
雇
用
あ
り

■
勤
務
条
件
等

・
勤
務
日　

　

週
５
日
間
の
内
２
～
３
日
交
代

制
（
学
校
が
あ
る
日
）

・
勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
15
分

ま
で

・
勤
務
地　

　

情
島
小
中
学
校
給
食
調
理
場

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
資
格
等　

　

健
康
で
調
理
の
出
来
る
人

■
申
し
込
み
方
法　

　

６
月
30
日
㈪
必
着
で
、
履
歴
書

を
郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２　

周
防
大

島
町
大
字
平
野
２
６
９
‐
44　

教

育
委
員
会
総
務
課

■
面
接
等　

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

６
月
は
児
童
手
当

「
現
況
届
」
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ
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こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（
※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
提
出
期
限　

　

６
月
30
日
㈪
ま
で

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
申
請
者
の
健
康
保
険
証

（
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
場
合
）、

課
税
情
報
の
確
認
に
係
る
同
意
書

等※
右
記
以
外
の
書
類
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
資
格

　

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人

■
児
童
手
当
の
額　

・
３
歳
未
満　

月
額
１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前　

月
額
１
万
円
（
第
３
子
以
降
は

１
万
５
千
円
）

・
中
学
生　

月
額
１
万
円

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
以
上
の
場

合
は
右
記
の
月
額
は
適
用
さ
れ

ず
、
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
５
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
第
３
子
の
数
え
方
に
関
す
る
補

足
　

養
育
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
）
の
う
ち
、

年
長
者
か
ら
第
１
子
、
第
２
子
…

と
数
え
ま
す
。

■
手
続
き

　

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
お

よ
び
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

重
度
心
身
障
害
者
の
方
に
は

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
と
は
、
一
定
の
障
害
等
が
あ

る
人
が
医
療
を
受
け
た
際
の
医
療

費
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
一
部
負
担
金
を
受
給
者
か

ら
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
町
で
は
、
米
軍

再
編
交
付
金
を
活
用
し
、
そ
の
一

部
負
担
金
を
全
額
補
助
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
保
険
適

用
分
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
人
の
要
件

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

級
を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方

④
障
害
年
金
1
級
の
受
給
者

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
受

給
者
等

■
助
成
の
要
件

　

対
象
と
な
る
人
の
要
件
の
い
ず

れ
か
で
、
一
定
の
所
得
制
限
額
を

超
え
な
い
方
は
、
お
近
く
の
総
合

支
所
か
出
張
所
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
所
得
制
限
額
に
つ
い
て

は
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

65
歳
未
満
の
方
に
は
更
新
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き

の
お
済
み
で
な
い
方
は
今
月
中
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
更
新
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
し
い
受

給
者
証
を
今
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
対
象
に

な
る
要
件
が
確
認
で
き
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障

害
年
金
証
書
な
ど
）

■
受
給
者
証
有
効
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
平
成
27
年
６
月

30
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

　
　
　
周
防
大
島
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

西
谷
禮
子

　

私
た
ち
母
子
保
健
推
進
員
（
母

推
）
は
、
町
長
さ
ん
よ
り
委
嘱

を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

周
防
大
島
町
に
住
む
お
子
さ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
す
く
す
く　

育

て
よ
う　

き
ん
ぎ
ょ
っ
子
‐
心

が
け
よ
う　

笑
顔
で
訪
問
‐
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
親
子

の
絆
づ
く
り
を
目
標
に
地
道
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

母
推
の
主
な
活
動
に
は
、
家

庭
訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
等
）、
町
母
子
保
健
事
業

へ
の
協
力
、
親
子
交
流
会
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
、

む
し
歯
０
っ
子
表
彰
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
各
支
部
の
個
性
を

活
か
し
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
信
頼

さ
れ
る
母
推
と
な
る
た
め
に
、

母
推
活
動
に
必
要
な
知
識
や
技

▲昨年３月に行った親子交流会（ひ
なまつり）の様子です

術
を
身
に
つ
け
た
り
、
よ
り
よ
い

活
動
に
向
け
た
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
母
推
は
、
日
頃
の
活
動

を
通
じ
て
地
域
に
と
け
こ
み
、「
母

推
さ
ん
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
こ
と
を
励
み
に
、
少
子
高
齢

化
の
中
、
未
来
あ
る
子
ど
も
達
と

と
も
に
、
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ん
も
地
域
の
お
子
さ
ん
と

ご
家
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
災
害
対
策
の
一

つ
と
し
て
、「
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
に
係
る
費
用
の
３
分
の
２

を
補
助
す
る
制
度
で
、
最
大
で
60
万

円
を
限
度
に
町
が
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
」

は
一
般
診
断
法
に
よ
り
建
物
の
構

造
評
点
を
算
出
す
る
も
の
で
、
木

造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
を
受
け

る
際
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。
町

で
は
平
成
17
年
度
よ
り
無
料
で
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引
き
続

き
30
戸
の
調
査
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
予
定
戸
数
を
超
え
た
場

合
は
、
選
考
に
よ
り
来
年
度
の
調

査
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
耐
震
診
断

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
在
来

軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠
組

壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
も
の

・
１
戸
建
て
の
専
用
住
宅
（
住
宅

部
分
が
50
％
以
上
の
併
用
住
宅
も

含
む
）

・
３
階
建
て
以
下
で
現
に
居
住
し

て
い
る
も
の

■
申
込
方
法

　

今
月
、
自
治
会
回
覧
す
る
記
入

例
を
参
考
に
各
総
合
支
所
、
出
張

所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
役
場
総
務
課
（
大

島
庁
舎
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
、

出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

６
月
16
日
㈪
～
７
月
31
日
㈭

○
耐
震
改
修

■
対
象

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
改
修
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
耐
震
診
断
済
み
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
で
、
上
部
構
造
評
点
が
１
・

０
未
満
の
も
の

・
耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
上
部
構

造
評
点
が
０
・
７
以
上
に
向
上
す

る
も
の

・
今
年
度
中
に
改
修
工
事
に
着
手

し
、
完
了
す
る
も
の

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
申
請
方
法

　

次
の
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
、

総
務
課
（
大
島
庁
舎
）
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。　

・
対
象
住
宅
の
固
定
資
産
評
価
証

明
書

・
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

・
改
修
後
の
上
部
構
造
評
点
が
確

認
で
き
る
補
強
計
画
書

・
改
修
工
事
費
の
見
積
書
、
内
訳
書

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

　
教
科
書
見
本
等
展
示
し
ま
す

■
期
限　

　

７
月
28
日
㈪
ま
で

　
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

■
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
場
所　
町
教
育
委
員
会　

２
階

　
（
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

自
衛
官
募
集
の
説
明
会

　

自
衛
官
募
集
説
明
会
を
３
会
場

で
開
催
し
ま
す
。
時
間
内
に
お
越

し
い
た
だ
け
れ
ば
担
当
者
が
説
明

し
ま
す
。

■
開
催
場
所
お
よ
び
日
時

○
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　

７
月
19
日
㈯

○
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

７
月
19
日
㈯

○
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

　

７
月
20
日
㈰

※
時
間
は
ど
の
会
場
も
午
後
１
時

～
４
時

11 月９日（日）に開催決定！！
第１回 サザンセト・ロングライド in やまぐち　参加者募集

◆問い合わせ
サザンセト・ロングライド in やまぐち事務局
・㈱ＪＴＢ中国四国本社  徳山支店
　☎０８３４（２２）０８０８
・柳井商工会議所
　☎０８２０（２２）３７３１

◆
コ
ー
ス

　

柳
井
市
・
周
防
大
島
町 

周
辺

　

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
コ
ー
ス
《
１
５
０
㎞
》

※
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

柳
井
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク　

◆
参
加
定
員　

　

１
８
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
）

◆
参
加
費　

9
千
円
（
消
費
税
込
み
、傷
害
保
険
料
含
む
）

◆
参
加
方
法

　

サ
ザ
ン
セ
ト
・
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
10
月
10
日
㈮
ま
で
）

http://w
w

w
.southernseto-longride.jp/

◆
主
催

　

サ
ザ
ン
セ
ト
・
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド　

や
ま
ぐ
ち
実
行
委

員
会

　

観
光
振
興
と
地
域
の
知
名
度
を
全
国
発
信
し
、
柳
井
・

周
防
大
島
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
第
１
回
サ

ザ
ン
セ
ト
・
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド　

や
ま
ぐ
ち
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
大
会
は
速
さ
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
競
っ
た
り
し

な
い
サ
イ
ク
ル
（
自
転
車
）
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

in

in
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お知らせ６月

柳
井
消
防
署
ま
た
は
最
寄
り
の
出

張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
、
柳
井
地
区
広

域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
限

　

６
月
27
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

　

予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

不
妊
専
門
相
談
会

■
日
時　

　

７
月
25
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■
日
時

・
７
月
17
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
7
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
講
習
場
所

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

３
９
０
０
円

■
受
講
手
続
き

　

柳
井
消
防
署
ま
た
は
最
寄
り
の

出
張
所
で
受
講
申
込
書
を
受
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

午
後
３
時
～
５
時　

※
要
予
約

■
場
所

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
室

■
専
門
相
談
員

・
徳
山
中
央
病
院　

産
婦
人
科

　

伊
藤
淳 

先
生

・
臨
床
心
理
士
・
生
殖
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

　

今
井
佳
子 

先
生

■
相
談
内
容

・
不
妊
に
関
す
る
相
談

・
不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

・
不
妊
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト
レ

　

ス
等

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
予
約

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

　県では、品質の優れた優良県産木材等
を利用し、耐震性などの一定の基準を満
たす住宅を新築される方に、建築費用の
一部を助成します。
◆助成額　　５０万円
◆助成戸数　３００戸
◆住宅の条件
〇県内に自ら居住するための一戸建て住
　宅
〇延べ床面積が８０㎡以上
〇構造材に占める優良県産木材の割合が
　６０％以上で次のいずれかに該当
・県産板材の使用量が１００㎡以上
・下地材等を加えた県産木材の使用割合
　が７０％以上
〇住宅性能表示で次の基準を満たすもの
・耐震性：耐震等級２または免震建築物
・耐久性：劣化対策等級３
・省エネ性：省エネ対策等級４

◆問い合わせ
山口県企画流通課

☎０８３（９３３）３３９５

県産木材を利用して家を建てる方
を支援します

　献血を実施しますので、ご協力をお
願いします。
◆日時　６月 20 日㈮
◆会場　
○しまとぴあスカイセンター　　　　
　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
○久賀農業者健康管理センター　　　
　午後１時 30 分～３時 30 分
　※４００ｍｌ限定となります。

◆問い合わせ
　健康増進課　健康づくり班

　☎０８２０（７７）５５０４

献血を実施します
皆さんのご協力をお願いします

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
無
料
就
職
相
談
・

支
援
講
座

○
就
職
相
談

　

就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

方
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
、

転
職
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
の
仕

事
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方

か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
相
談
日　

毎
月
第
４
水
曜
日

　

７
月
は
23
日
㈬
に
開
催

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
時
間　

１
回
40
分

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

○
支
援
講
座

　

就
労
に
向
け
た
実
践
講
座
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
７
月
は

　

10
日
㈭

　

実
践
！
雑
談
力
Ｕ
Ｐ
講
座

　

24
日
㈭

　

キ
ャ
リ
ア
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
就
職
相
談
・
支
援
講
座
共
通
事
項
〉

■
対
象　

　

15
歳
か
ら
39
歳
で
現
在
働
い
て

い
な
い
人
、
お
よ
び
そ
の
保
護
者

■
場
所　

柳
井
中
央
公
民
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
３
４
（
２
７
）
６
２
７
０

相
談
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

初
夏
の
保
存
食
を
つ
く
ろ
う
！

ヘ
ル
シ
ー
な
減
塩
梅
干
し
と

万
能
梅
酢
づ
く
り
体
験

　

家
庭
で
で
き
る
ヘ
ル
シ
ー
な
減
塩

梅
干
し
づ
く
り
と
、「
あ
っ
た
ら
便

利
！
」
万
能
梅
酢
づ
く
り
の
体
験
学

習
を
実
施
し
ま
す
。
農
薬
不
使
用
の

南
高
梅
を
準
備
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時　

6
月
21
日
㈯　
　

　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場　

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
室

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
準
備
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
容
器
（
５
リ
ッ
ト
ル

漬
け
物
樽
、
4
リ
ッ
ト
ル
果
実
酒
ビ

ン
）

※
容
器
が
必
要
な
方
は
お
申
し
込
み

の
際
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

20
名
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
先
着
順
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

6
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

全
国
一
斉

女
性
の
権
利
１
１
０
番
開
催

　

弁
護
士
に
よ
る
臨
時
無
料
電
話
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

6
月
27
日
㈮　
　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
特
設
電
話
番
号

☎
０
８
３
（
９
２
０
）
８
７
３
０

■
相
談
内
容

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
に
関

す
る
諸
問
題
な
ど
女
性
の
権
利
一
般

に
関
す
る
相
談

■
定
員　

弁
護
士
の
べ
６
名

■
主
催

　

山
口
県
弁
護
士
会

　

日
本
弁
護
士
連
合
会

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
弁
護
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
０
０
８
７

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
夏
コ
ー
ス
～

○
き
ゅ
う
り
の
佃
煮
づ
く
り

・
内
容　

き
ゅ
う
り
の
佃
煮
づ
く

り・
日
時　

７
月
３
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

大
島
地
区　

実
施
者
宅

（
東
三
蒲
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
人
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
23
日
㈪

※
昼
食
あ
り

○
焼
肉
の
タ
レ
づ
く
り

・
内
容　

焼
肉
の
タ
レ
づ
く
り

・
日
時　

７
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

周
防
大
島
町
農
産
物
加
工

　

セ
ン
タ
ー
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

６
月
25
日
㈬

○
大
島
食
文
化
の
伝
承

・
内
容　

て
ん
ぐ
さ
料
理
、
ひ
じ

き
料
理
ほ
か

・
日
時　

７
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
（
西

安
下
庄
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
10
人

・
募
集
締
め
切
り　

6
月
27
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○外国人（特別永住者を除く）労働者の雇い入れ・
離職の際には、その氏名、在留資格等についてハロ
ーワークへの届出が必要です。ハローワークでは、
この届出に基づき、雇用環境の改善に向けて、事業
主の方への助言指導や、離職した外国人への再就職
支援を効果的に行ないます。また、事業主の方が外
国人雇用状況の届出にあたり、在留資格等を確認す
ることにより、不法就労の防止が図られます。
○労働関係法令および社会関係法令は、国籍を問わ
ず外国人にも日本人と等しく適用されます。外国人
労働者が適切な労働条件および安全衛生の下、在留
資格の範囲内で能力を発揮しつつ就労できるよう雇
用管理の改善等に努めてください。

◆問い合わせ　
山口労働局職業対策課☎０８３（９９５）０３８３
柳井公共職業安定所　☎０８２０（２２）２６６１

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です
～外国人雇用はルールを守って適正に～

お知らせ６月

催
し

地
域
交
流
員
企
画
展
示
「
和

紙
で
描
く
」
と
紙
す
き
・
和

紙
絵
づ
く
り
の
体
験
会

■
企
画
展
示
開
催
期
限

　

7
月
15
日
㈫
ま
で

※
開
場
時
間
は
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時
（
水
曜
休
館
）

■
会
場

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

体
験
学
習
室　

■
内
容　

　

和
紙
絵
作
品
20
点
程
度
、
和
紙

製
造
行
程
に
関
す
る
展
示

■
入
場
料　

無
料

■
関
連
企
画

　

紙
す
き
体
験
、
和
紙
絵
づ
く
り

体
験

○
日
時　

7
月
13
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

○
参
加
費　

３
０
０
円

○
講
師　

友
森
新
二
（
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
員
）
ほ
か

○
定
員
20
名
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
先
着
順
）

■
主
催

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
協
力　

須
金
和
紙
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４
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お知らせ６月

竜崎温泉温水プール指導日
（６月 21 日～７月 20 日）

実施日

６月 　24 日㈫、25 日㈬、26 日㈭、27 日㈮

７月
　1 日㈫、2 日㈬、3 日㈭、4 日㈮、
　8 日㈫、9 日㈬、10 日㈭、11 日㈮、
　15 日㈫、16 日㈬、17 日㈭、18 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的と
した水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７７）５５３０

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　

山
岡　

仁
美

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

保
健
師
を
志
し
た
き
っ
か
け

　

あ
じ
さ
い
が
雨
に
濡
れ
、
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
恵
み
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
4
月
か
ら
周
防
大
島
町
の
新
人
保
健

師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
保
健
師
と
は
、

地
域
で
生
活
す
る
人
が
、
健
康
で
自
分
ら
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
職

員
で
す
。
現
在
は
、
健
康
寿
命
（
健
康
問
題

で
普
段
の
生
活
が
制
限
さ
れ
ず
に
過
ご
せ
る

期
間
）
の
延
伸
に
力
を
入
れ
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
慣
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
で
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で

す
が
、
早
く
一
人
前
の
保
健
師
に
な
れ
る
よ

う
何
事
に
も
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
私

が
保
健
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
保
健
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
が
ん
を
患
っ
た
母
の
闘
病
生
活
で

し
た
。
治
療
と
痛
み
に
堪
え
る
母
を
家
族
で

支
え
る
中
で
、
病
気
が
進
む
前
に
気
づ
い
て

予
防
し
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
に
苦
し
い
思
い

を
さ
せ
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
と
、
く

や
し
い
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
何
か
と
口
う
る
さ
い
母
で
し

た
が
、
私
の
成
人
式
を
一
番
喜
ん
で
く
れ
た

母
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
恩
師
の
先
生
方
と
の
ご
縁
も
あ

り
、
今
元
気
な
人
は
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と

元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
し
病
気
に

な
っ
て
も
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

本
人
の
〝 

健
康
に
な
る
力 

〟
を
支
え
る
こ

と
の
で
き
る
保
健
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
母
子
と
心
の
健
康
づ
く
り
を
、
母

子
保
健
推
進
員
さ
ん
や
地
域
の
方
と
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

体
と
心
へ
の
理
解
を
深
め
、
大
切
な
人
と

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　日ごろより竜崎温泉潮風の湯をご利用いただ
き、ありがとうございます。
　旧橘町および周防大島町が発行した竜崎温泉潮
風の湯の入浴回数券（使用期限の記載のないもの）
につきまして、発行から相当の年数が経過してい
るため、お手持ちの回数券について今一度ご確認
いただき、お早めにご利用いただきますようお願
いいたします。また、大量に保有されている方等
がおられましたら、商工観光課まで情報をご提供
ください。

◆問い合わせ
商工観光課　☎０８２０（７９）１００３

「お忘れではありませんか？」
竜崎温泉入浴回数券のご利用について
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 10 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 15 日㈫ 13：00 ～ 14：00

骨髄バンク登録検査 16 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 16 日㈬ 10：00 ～ 10：30

《 ７ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 16 日㈬ 10：30 ～ 11：00

エイズ抗体検査 16 日㈬ 14：00 ～ 16：00

思春期・ストレス相談 25 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

6 月

21 日㈯ 減塩梅干しと万能梅酢づくり体験
〈14：00 ～ 16：00　周防大島文化交流センター〉

22 日㈰
休日在宅当番医

〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00 　橘グリーンパーク横〉

23 日㈪

24 日㈫ 結核・肺がん検診〈橘地区〉

25 日㈬ 子宮頸がん・乳がん検診 
〈13：30 ～ 15：00（受付）たちばなケアプラザ〉

26 日㈭
結核・肺がん〈橘地区〉 
育児相談

〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

27 日㈮ 子宮頸がん・乳がん検診 
〈13：30 ～ 15：00（受付）たちばなケアプラザ〉

28 日㈯ 島くらす海そうじ〈15：00 ～ 16：00　日前西の浜〉

29 日㈰ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉
郡スポ少交歓大会〈8：20 ～　東和グラウンド他〉

30 日㈪ 子宮頸がん・乳がん検診 
〈13：30 ～ 15：00（受付）椋野公民館〉

7 月

1 日㈫
結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）久賀健康管理センター〉

2 日㈬

育児相談
〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉 

結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉

3 日㈭
結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）東和総合センター〉

4 日㈮

結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）たちばなケアプラザ〉 
こころの相談会【要予約】 

〈10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77 － 5504

5 日㈯

6 日㈰ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉
郡陸上競技大会〈8：30 ～　町陸上競技場〉

7 日㈪

8 日㈫ 子宮頸がん・乳がん検診 
〈13：30 ～ 15：00（受付）久賀健康管理センター〉

9 日㈬ 胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 
〈7：00 ～ 9：00（受付）蒲野農村環境改善センター〉

10 日㈭
結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）久賀健康管理センター〉

11 日㈮

育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉 
結核・肺がん検診【国保：特定健診（集団）同時実施】 
＊結核・肺がん検診のみの受診も可能。 

〈13：00 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉

12 日㈯

13 日㈰

休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
島スクエアふれあい市場

〈10：00 ～ 14：00 　夢さくひろば（旧田布施農高大島分校）〉
ビーチバレー大会〈9：00 ～　片添〉
紙すき体験〈14：00 ～ 16：00　周防大島文化交流センター〉

14 日㈪

15 日㈫
胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 

〈7：00 ～ 9：00（受付）蒲野農村環境改善センター〉 
育児相談〈久賀福祉センター集会室〉

16 日㈬ 胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 
〈7：00 ～ 9：00（受付）沖浦農村環境改善センター〉

17 日㈭ 胃がん検診・大腸がん検診（容器配付） 
〈7：00 ～ 9：00（受付）沖浦農村環境改善センター〉

18 日㈮ 3 歳 6 か月児健康診査 
〈13：00 ～ 13：30（受付）たちばなケアプラザ〉

19 日㈯ 親子３Ｓ体験キャンプ in 周防大島～ 21 日まで
【申込先】周防大島町Ｂ＆Ｇ海洋センター☎７４－５３００

20 日㈰ 休日在宅当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504
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今月の納期

町県民税　　第１期分
納期限      ６月 30 日㈪

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 26 年 4 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１８ ０ ２０

前年比

＋１ ±０ －３

物損事故件数

８５ 前年比 －２

人の動き（６月１日現在）

人　口 １８, ３０８人 （40 人減）

男（日本人） ８, ３３１人

女（日本人） ９, ８９７人

外国人 ８０人 （１人増）

世帯数 １０, ０２２戸 （16 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生 　 6 人
　　転入    26 人 小計 32 人
減：死亡　35 人
　　転出　38 人 小計 73 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
は
無
免
許
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
防
大
島
町
で
は

イ
ノ
シ
シ
・
タ
ヌ
キ
・
カ
ラ
ス
を
有
害
鳥
獣
に
指
定
し
、
山
口
県
大
島
郡
猟
友
会
へ

委
託
し
て
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
携
わ
る
者
は
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
山
口
県

の
狩
猟
者
登
録
が
必
要
で
す
。

　

山
口
県
で
は
今
年
度
、
狩
猟
免
許
試
験
が
表
の
４
か
所
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
捕
獲
に
携
わ
る
こ
と
が
可
能
な
方
は
ぜ
ひ
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
い
た
だ

き
、
農
作
物
被
害
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
※
町
で
は
狩
猟
免
許
取
得
経
費
等
を

一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。）

有害鳥獣捕獲には免許が必要です
狩猟免許試験日程

区分 日時 場所 申込期限

第１回 ７月 13 日㈰
午前９時～午後４時

山口県総合保健会館
（山口市吉敷下東３丁目 1-1）

7 月 4 日㈮
午後５時

第２回 ７月 27 日㈰
午前９時～午後４時

下松市地域交流センター
（下松市生野屋南 1 丁目 11-1）

７月 18 日㈮
午後５時

第３回 ８月 24 日㈰
午前９時～午後４時

柳井市文化福祉会館
（柳井市柳井 3718）

８月 15 日㈮
午後５時

第４回 9 月 2 日㈫
午前９時～午後４時

山口県総合保健会館
（山口市吉敷下東３丁目 1-1）

８月 26 日㈫
午後５時

第５回 ９月 7 日㈰
午前９時～午後４時

下関市菊川ふれあい会館
（下関市菊川町下岡枝 117）

8 月 29 日㈮
午後５時

※試験の前日に、同会場において、山口県猟友会主催による
狩猟者講習会が開催されます。
■問い合わせ
　農林課　☎０８２０（７９）１００２
　岩国農林事務所　森林部　☎０８２７（２９）１５６７

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


